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(57)【要約】
【課題】　色再現性および耐光性が良好で、色ずれの発生および転写効率の低下を抑制す
ることができる静電荷像現像用マゼンタトナー、現像剤、画像形成方法および画像形成装
置を提供する。
【解決手段】　静電荷像現像用マゼンタトナーは、結着樹脂および着色剤を含む。着色剤
は、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１とを、８：
２～５：５の重量比率で含有する。静電荷像現像用マゼンタトナーの時定数は、１１００
ｍ／ｓｅｃ以上１３００ｍ／ｓｅｃ以下である。
【選択図】　　　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂と、
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１とを８：２～
５：５の重量比率で含有する着色剤とを含み、
　時定数が１１００ｍ／ｓｅｃ以上１３００ｍ／ｓｅｃ以下であることを特徴とする静電
荷像現像用マゼンタトナー。
【請求項２】
　波長４４０ｎｍの光の透過率が３０％以上４５％以下であることを特徴とする請求項１
に記載の静電荷像現像用マゼンタトナー。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の静電荷像現像用マゼンタトナーとキャリアとを含む現像剤。
【請求項４】
　帯電させた像担持体表面を露光して、像担持体表面に静電荷像を形成し、請求項３に記
載の現像剤を用いて、像担持体表面に形成された静電荷像を現像してトナー像を形成する
ことを特徴とする画像形成方法。
【請求項５】
　像担持体と、
　前記像担持体を帯電させる帯電手段と、
　帯電手段によって帯電された像担持体を露光して、像担持体表面に静電荷像を形成する
露光手段と、
　前記静電荷像の形成された像担持体に、請求項３に記載の現像剤中の静電荷像現像用マ
ゼンタトナーを供給して前記静電荷像を現像する現像手段とを備えることを特徴とする画
像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、静電荷像現像用マゼンタトナー、現像剤、画像形成方法および画像形成装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式を利用した画像形成装置では、たとえば帯電、露光、現像、転写、定着、
クリーニングおよび除電の各工程を経ることにより画像が形成される。帯電工程で、回転
駆動される感光体の表面を帯電装置によって均一に帯電し、露光工程で、帯電した感光体
表面に露光装置によってレーザ光が照射され、感光体表面に静電潜像が形成される。次に
現像工程で、感光体表面の静電潜像が現像装置によって現像剤を用いて現像されて感光体
表面にトナー像が形成され、転写工程で、感光体表面のトナー像が転写装置によって転写
材上に転写される。その後、定着工程で、定着装置で加熱されることによって、トナー像
が転写材上に定着される。また、画像形成動作後に感光体表面上に残留した転写残留トナ
ーは、クリーニング工程で、クリーニング装置により除去されて所定の回収部に回収され
、除電工程で、クリーニング後の感光体表面における残留電荷が、次の画像形成に備える
ために、除電装置により除電される。
【０００３】
　フルカラーの画像形成装置では、帯電、露光、転写、定着、クリーニングおよび除電の
各工程を、イエロー、マゼンタおよびシアンの３色に応じて３回実施する。またはイエロ
ー、マゼンタ、シアンの３色に黒を加えて４回実施する。現像工程においては、イエロー
、マゼンタおよびシアンの３色、またはイエロー、マゼンタおよびシアンの３色に黒を加
えた４色のトナーを使用する。
【０００４】
　このようなフルカラーの画像形成に使用されるトナーとしては、原稿に忠実な画像が得
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られるように、色再現性に優れるものが求められ、たとえば特許文献１～４には、着色剤
としてローダミン系化合物を含むマゼンタトナーが開示されている。
【０００５】
　また、特許文献５には、着色剤としてピグメントレッド４８－１を含む電子写真用マゼ
ンタトナーが開示されている。特許文献５に開示の電子写真用マゼンタトナーによれば、
事務用文具などによって記録された赤色画像を高彩度で再現することができる。
【０００６】
　さらに、トナーには、色ずれおよび転写効率の低下を抑制できるものが求められ、たと
えば特許文献６には、少なくとも、重合体微粒子、着色剤微粒子および離型剤微粒子から
なる凝集粒子をトナー粒子とする乾式トナーであって、少なくとも、キナクリドン系着色
剤と溶性アゾ系着色剤とを含有し、キナクリドン系着色剤と溶性アゾ系着色剤との総含有
量が１～２０質量％で、含有量の質量比率が、キナクリドン系着色剤：溶性アゾ系着色剤
＝１０：９０～５０：５０であり、かつフロー式粒子像分析装置（Ｆｌｏｗ　Ｐａｒｔｉ
ｃｌｅ　Ｉｍａｇｅ　Ａｎａｌｙｚｅｒ）で測定される個数基準の粒径頻度分布における
トナーの円相当個数平均径が３～７μｍであり、円相当径が０．６～２μｍの範囲に存在
するトナーの個数比率が１～３０個数％であるトナーが開示されている。
【０００７】
　転写に係るトナーの物性はファンデルワールス力に依存すると考えられ、特許文献６に
開示のトナーのように、円相当個数平均径および円相当径０．６～２μｍの範囲に存在す
るトナーの個数比率が上記範囲であれば、感光体上の存在する転写残余のトナーの回収性
が著しく改善されるので、転写残余のトナーの増加を抑制し、画像の輪郭部分、特に文字
画像およびラインパターンの現像での再現性を良好にすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－２８７２３９号公報
【特許文献２】特開２００９－４７８１４号公報
【特許文献３】特開２００９－５８７４５号公報
【特許文献４】特開２００９－１６９４０７号公報
【特許文献５】特開昭６３－１７３０６６号公報
【特許文献６】特開２００４－３３３６２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　フルカラーの画像形成装置の普及にともない、画像形成装置を用いて捺印のある書類を
複写したり、捺印画像を含む画像データに応じた画像を形成することが増え、捺印画像の
色再現性に対する要求が高まっている。捺印の色は、印鑑用の朱肉の色であり、高い明度
を有する明るい朱色である。
【００１０】
　朱色は、通常、マゼンタトナーにイエロートナーを混ぜることで作られるが、マゼンタ
トナーにイエロートナーを混ぜて作った朱色は、混色によって色が濁るので明度が低く、
朱肉の色を充分に再現できない。マゼンタトナー用の着色剤としては、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トレッド２６９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５７－１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２
などが使用される。なお、マゼンタトナーに混ぜるイエロートナーの割合などは、画像処
理技術にて決定される。
　特許文献５に開示のマゼンタトナーは、朱肉の色を充分に再現することができない。
【００１１】
　これに対して、特許文献１～４に開示のマゼンタトナーは、朱肉の色を充分に再現する
ことができる。これは、ローダミン系化合物が蛍光顔料であるためである。ローダミン系
化合物は、５２０ｎｍ近辺の光を吸収して波長５６０～６００ｎｍの領域に蛍光ピーク波
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長を有する蛍光を発することが知られている。着色剤として蛍光顔料を用いる、容易に明
度および彩度を上げることができ、明度の高い明るい朱色を出すことが可能となる。
【００１２】
　しかしながら、蛍光顔料は耐光性が劣るので、複写物および画像形成物に含まれる捺印
画像が、比較的速い時間で退色するという問題がある。
【００１３】
　また、特許文献６に開示のトナーでは、色ずれの発生および転写効率の低下を充分に抑
制することができない。
【００１４】
　本発明の目的は、色再現性および耐光性が良好で、色ずれの発生および転写効率の低下
を抑制することができる静電荷像現像用マゼンタトナー、現像剤、画像形成方法および画
像形成装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は、結着樹脂と、
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１とを８：２～
５：５の重量比率で含有する着色剤とを含み、
　時定数が１１００ｍ／ｓｅｃ以上１３００ｍ／ｓｅｃ以下であることを特徴とする静電
荷像現像用マゼンタトナーである。
【００１６】
　また本発明は、波長４４０ｎｍの光の透過率が３０％以上４５％以下であることを特徴
とする。
　また本発明は、前記静電荷像現像用マゼンタトナーとキャリアとを含む現像剤である。
【００１７】
　また本発明は、帯電させた像担持体表面を露光して、像担持体表面に静電荷像を形成し
、前記現像剤を用いて、像担持体表面に形成された静電荷像を現像してトナー像を形成す
ることを特徴とする画像形成方法である。
【００１８】
　また本発明は、像担持体と、
　前記像担持体を帯電させる帯電手段と、
　帯電手段によって帯電された像担持体を露光して、像担持体表面に静電荷像を形成する
露光手段と、
　前記静電荷像の形成された像担持体に、前記現像剤中の静電荷像現像用マゼンタトナー
を供給して前記静電荷像を現像する現像手段とを備えることを特徴とする画像形成装置で
ある。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、静電荷像現像用マゼンタトナーは、結着樹脂および着色剤を含む。着
色剤は、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１とを、
８：２～５：５の重量比率で含有し、静電荷像現像用マゼンタトナーの時定数は、１１０
０ｍ／ｓｅｃ以上１３００ｍ／ｓｅｃ以下である。
【００２０】
　着色剤が、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１と
を、８：２～５：５の重量比率で含有することによって、蛍光顔料を使用せずに良好な耐
光性を確保した上で、朱肉の色に対する色再現性が良好な静電荷像現像用マゼンタトナー
とすることができる。
【００２１】
　静電荷像現像用マゼンタトナーの時定数が、１１００ｍ／ｓｅｃ以上１３００ｍ／ｓｅ
ｃ以下であることによって、静電荷像現像用マゼンタトナーと、中間転写ベルトおよび定
着前の記録媒体との静電付着力が適切な範囲となり、色ずれの発生および転写効率の低下
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が抑制され、高品位の画像を形成することができる。
【００２２】
　また本発明によれば、波長４４０ｎｍの光の透過率が３０％以上４５％以下である。こ
れによって、朱肉の色を安定して充分に再現することができる。
【００２３】
　また本発明によれば、現像剤は、本発明の静電荷像現像用マゼンタトナーとキャリアと
を含む。本発明の静電荷像現像用マゼンタトナーは、色再現性および耐光性が良好で、か
つ色ずれの発生および転写効率の低下を抑制することができるので、本発明の静電荷像現
像用マゼンタトナーとキャリアとを含む現像剤は、朱肉の色を充分に再現した高品位の画
像を形成することができる。
【００２４】
　また本発明によれば、画像形成方法は、帯電させた像担持体表面を露光して、像担持体
表面に静電荷像を形成し、本発明の現像剤を用いて、像担持体表面に形成された静電荷像
を現像してトナー像を形成するので、朱肉の色を充分に再現した高品位の画像を形成する
ことができる。
【００２５】
　また本発明によれば、画像形成装置は、像担持体と、像担持体を帯電させる帯電手段と
、帯電手段によって帯電された像担持体を露光して、像担持体表面に静電荷像を形成する
露光手段と、静電荷像の形成された像担持体に、本発明の現像剤中の静電荷像現像用マゼ
ンタトナーを供給して静電荷像を現像する現像手段とを備えるので、朱肉の色を充分に再
現した高品位の画像を形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本実施形態のマゼンタトナーを用いて形成された画像を示す図である。
【図２】色ずれおよび転写不良が発生した状態を示す図である。
【図３】本発明の実施の一形態である画像形成装置１００の構成を模式的に示す概略図で
ある。
【図４】図３に示す画像形成装置１００に備わる現像装置１４を模式的に示す概略図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明の実施の一形態である静電荷像現像用マゼンタトナー（以下、単に「マゼンタト
ナー」ともいう）は、少なくとも結着樹脂、マゼンタ着色剤および離型剤を含有するマゼ
ンタトナー粒子よりなる。
【００２８】
　＜結着樹脂＞
　結着樹脂としては、特に限定されるものではなく、カラートナー用の結着樹脂が使用さ
れ、たとえば、ポリエステル系樹脂、ポリスチレンおよびスチレン－アクリル酸エステル
共重合樹脂などのスチレン系樹脂、ポリメチルメタクリレートなどのアクリル系樹脂、ポ
リエチレンなどのポリオレフィン系樹脂、ポリウレタン、ならびにエポキシ樹脂などが挙
げられる。
【００２９】
　結着樹脂としては、原料モノマー混合物に離型剤を混合し、重合反応させて得られる樹
脂を用いてもよい。この場合、結着樹脂は、ポリエステル樹脂を含むことが好ましい。結
着樹脂にポリエステル樹脂を含むことによって、離型剤の分散状態制御性が向上し、一層
優れた定着性を有するマゼンタトナーが得られる。さらに、マゼンタトナーに優れた耐久
性と透明性とを付与することができる。結着樹脂は、１種を単独で使用することができ、
または２種以上を併用することもできる。
【００３０】
　ポリエステル樹脂としては、とくに制限されるものではなく公知のものが使用される。
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たとえば、多塩基酸類と多価アルコール類との縮重合物が挙げられる。多塩基酸類とは、
多塩基酸、および多塩基酸の誘導体たとえば多塩基酸の酸無水物またはエステル化物など
のことである。多価アルコール類とは、ヒドロキシル基を２個以上含有する化合物のこと
であり、アルコール類およびフェノール類のいずれをも含む。
【００３１】
　多塩基酸類としては、ポリエステル樹脂のモノマーとして常用されるものを使用できる
。たとえば、テレフタル酸、イソフタル酸、無水フタル酸、無水トリメリット酸、ピロメ
リット酸およびナフタレンジカルボン酸などの芳香族カルボン酸類、無水マレイン酸、フ
マル酸、コハク酸およびアジピン酸などの脂肪族カルボン酸類が使用される。多塩基酸類
は、１種を単独で使用してもよく、あるいは、２種以上を併用して使用してもよい。
【００３２】
　多価アルコール類としては、ポリエステル樹脂のモノマーとして常用されるものが使用
される。たとえば、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブタンジオール、ヘキ
サンジオール、ネオペンチルグリコールおよびグリセリンなどの脂肪族多価アルコール類
、シクロヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノールおよび水添ビスフェノールＡな
どの脂環式多価アルコール類、ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物およびビス
フェノールＡのプロピレンオキサイド付加物などの芳香族系ジオール類が挙げられる。
【００３３】
　「ビスフェノールＡ」とは、２，２－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）プロパンのこと
である。ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物としては、たとえばポリオキシエ
チレン－２，２－ビス４－ヒドロキシフェニルプロパンが挙げられる。ビスフェノールＡ
のプロピレンオキサイド付加物としては、たとえばポリオキシプロピレン－２，２－ビス
４－ヒドロキシフェニルプロパンが挙げられる。多価アルコール類は、１種を単独で使用
してもよく、また２種以上を併用して使用してもよい。
【００３４】
　ポリエステル樹脂は、縮重合反応によって合成することができる。たとえば、有機溶媒
中または無溶媒下で、触媒の存在下に多塩基酸類と多価アルコール類とを重縮合反応、具
体的には脱水縮合反応させることによって合成することができる。このとき、多塩基酸類
の一部に、多塩基酸のメチルエステル化物を用い、脱メタノール重縮合反応を行なっても
よい。多塩基酸類と多価アルコール類との重縮合反応は、生成するポリエステル樹脂の酸
価および軟化点が、合成しようとするポリエステル樹脂における値となったところで終了
させればよい。
【００３５】
　この重縮合反応において、多塩基酸類と多価アルコール類との配合比および反応率など
の反応条件を適宜変更することによって、たとえば、得られるポリエステル樹脂の末端に
結合するカルボキシル基の含有量、ひいては得られるポリエステル樹脂の酸価、軟化点、
その他の物性値を調整することもできる。
【００３６】
　結着樹脂の酸価は、５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上３０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であることが好まし
い。結着樹脂の酸価が５ｍｇＫＯＨ／ｇ未満であると、結着樹脂の酸価が５ｍｇＫＯＨ／
ｇ以上である場合と比較して、結着樹脂と離型剤との親和性が大きくなるので、定着の際
に離型剤がマゼンタトナー表面に溶出しにくくなり、定着不良として高温オフセットが発
生しやすくなる。結着樹脂の酸価が３０ｍｇＫＯＨ／ｇを超えると、結着樹脂の酸価が３
０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満の場合より、マゼンタトナー表面に残存する官能基が多くなり、水
分を吸収しやすくなるので、高湿条件下において、マゼンタトナーの帯電量が低下し、帯
電安定性が損なわれるおそれがある。さらに、結着樹脂中における離型剤の分散性が低下
しやすくなるので、マゼンタトナーの製造の際に混練が不充分である場合には、マゼンタ
トナー表面の離型剤の分散径が大きくなる可能性がある。
【００３７】
　結着樹脂の酸価が５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上３０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であることによって、
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マゼンタトナー中での離型剤の分散性を所望の範囲にする、具体的には、マゼンタトナー
表面の離型剤の分散径を安定して３００ｎｍ未満とすることができ、高湿条件下でのマゼ
ンタトナーの帯電量の低下を抑えることができ、定着性が良好になるように結着樹脂と離
型剤との親和性を制御することができる。
【００３８】
　したがって、帯電安定性をより一層良好にすることができ、かつより良好な定着性を有
することができるので、長期間にわたって高精細で高解像度の高画質画像をより一層安定
して形成することができる。結着樹脂の酸価は、結着樹脂の合成において、結着樹脂の原
料モノマー混合物、たとえばポリエステル樹脂の場合には、多塩基酸類、多価アルコール
類の配合比および反応率などの反応条件を適宜変更することによって、得られる結着樹脂
の末端に結合するカルボキシル基の含有量、ひいては得られる結着樹脂の酸価を調整する
ことができる。
【００３９】
　＜マゼンタ着色剤＞
　マゼンタ着色剤は、特定の２種類のマゼンタ顔料を特定の割合で含む。
【００４０】
　特定の２種類のマゼンタ顔料とは、カラーインデックスによって分類されるＣ．Ｉ．ピ
グメントレッド４８－３と、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１の２つである。マゼンタ
着色剤は、これら２種類のマゼンタ顔料を、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３を主とし
、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１を副として含む。
【００４１】
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３は、透過特性として赤味が強く、また、紫色の透過
率が高いといった特性がある。Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１は、紫色の透過率が低
く、着色力が弱いといった特性がある。
【００４２】
　特定の割合（混合比）とは、マゼンタ着色剤の総重量を１０とした場合、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド４８－３：Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１が、８：２～５：５の範囲で
ある。
【００４３】
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１とを、８：２
～５：５の重量比率で含有するマゼンタ着色剤を用いることによって、本実施形態のマゼ
ンタトナーにイエロートナーを混色して、記録媒体上に形成した朱色の可視画像を、明度
をＬ* 、赤－緑方向の色相をａ* 、黄－青方向の色相をｂ* とするＬ* ａ* ｂ* 系表色系
（マンセル表色系）によって表す場合に、朱肉の色域である（Ｌ* ，ａ* ，ｂ*）＝（５
５，６２，３３）の色域の内に含ませることができる。または、明度をＬ* 、彩度をＣ* 

とする表色系（マンセル表色系）によって表す場合に、朱肉の色域である（Ｌ* ，Ｃ*）
＝（５５，７０）の色域の内に含ませることができる。そのため、明度Ｌ*の高い明るい
朱色である朱肉の色を充分に再現することができるマゼンタトナーとすることができる。
【００４４】
　Ｌ* ａ* ｂ* 系表色系とは色を数値化して表すのに有用に用いられる手段であり、ｚ軸
方向のＬ* は明度を表し、ｘ軸およびｙ軸のａ* およびｂ* の両者で色相と彩度を表す。
「明度」とは色の相対的な明るさをいい、「色相」とは赤、黄、緑、青、紫などの色合い
をいい、「彩度」とは色の鮮やかさの度合いをいう。
【００４５】
　なお、イエロートナーは、用いるイエローの着色剤によらず明度が高いため、朱色の可
視画像の色域は、マゼンタトナーの特性によって決定される。イエロートナーに含有させ
るイエローの着色剤としては、たとえばＣ．Ｉ．ピグメントイエロー７４またはＣ．Ｉ．
ピグメントイエロー１８５を使用できる。
【００４６】
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１の重量比率が２割未満であると、Ｃ．Ｉ．ピグメン
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トレッド４８－３の特性が強く出るので、朱肉の色の高い明度Ｌ* が出ず、朱肉の色を充
分に再現することができない。Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３に対するＣ．Ｉ．ピグ
メントレッド４８－１の割合が増すほど、記録媒体に形成した可視画像の明度Ｌ* が高く
なるが、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１の重量比率が５割を超えると、着色力が弱い
Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１の特性によって、朱肉の色の彩度Ｃ*が出ず、朱肉の
色を充分に再現することができない。
【００４７】
　なお、朱肉の色は、マゼンタトナーに蛍光顔料を含めることで容易に実現できるが、蛍
光顔料を含むマゼンタトナーは、耐光性に劣るので、退色の問題がある。この退色の問題
を解決するために、蛍光顔料を含むマゼンタトナーに耐光性を向上させるための物質を添
加すると、マゼンタトナーの発色性などにまた新たな問題の出現が懸念される。また、耐
光性の高い蛍光顔料の開発には多大なコストがかかる。
【００４８】
　マゼンタ着色剤は、マスターバッチとして、使用されることが好ましい。マスターバッ
チは、たとえば、合成樹脂の溶融物とマゼンタ着色剤とを混練することによって製造する
ことができる。合成樹脂としては、結着樹脂と同種の樹脂または結着樹脂に対して良好な
相溶性を有する樹脂が使用される。合成樹脂とマゼンタ着色剤との使用割合は特に制限さ
れないが、好ましくは合成樹脂１００重量部に対して３０重量部以上１００重量部以下で
ある。マスターバッチは、たとえば粒径２～３ｍｍ程度に造粒されて用いられる。
【００４９】
　マゼンタトナーにおけるマゼンタ着色剤の含有量は、特に制限されないが、好ましくは
結着樹脂１００重量部に対して４重量部以上１５重量部以下である。マスターバッチを用
いる場合、本実施形態のマゼンタトナーにおけるマゼンタ着色剤の含有量が前記範囲にな
るように、マスターバッチの使用量を調整することが好ましい。マゼンタ着色剤の含有量
を前記範囲とすることによって、充分な画像濃度を有し、発色性が高く画像品位に優れる
良好な画像を形成することができる。
【００５０】
　＜離型剤＞
　離型剤としては、特に限定されるものではなく、公知のものを使用することができる。
たとえば、パラフィンワックスおよびその誘導体、ならびにマイクロクリスタリンワック
スおよびその誘導体などの石油系ワックス、フィッシャートロプシュワックスおよびその
誘導体、ポリオレフィンワックスおよびその誘導体、低分子ポリプロピレンワックスおよ
びその誘導体、ならびにポリオレフィン系重合体ワックスおよびその誘導体などの炭化水
素系合成ワックス、カルナバワックスおよびその誘導体、エステル系ワックスなどが挙げ
られる。
【００５１】
　マゼンタトナーにおける離型剤の含有量は、マゼンタトナーの全重量に対して１．５重
量％以上５重量％以下が良い。離型剤の含有量が１．５重量％未満では、中間転写ベルト
に対するマゼンタトナーの離型性が低下し、定着オフセットが発生するおそれがある。離
型剤の含有量が５重量％を超えると、定着性は良好であるものの現像装置内の撹拌熱によ
りマゼンタトナーが凝集し、良好な画像が得られないおそれがある。
【００５２】
　離型剤の酸価は、４ｍｇＫＯＨ／ｇ未満が好ましい。離型剤の酸価が４ｍｇＫＯＨ／ｇ
以上であると、離型剤の酸価が４ｍｇＫＯＨ／ｇ未満である場合と比較して、離型剤と結
着樹脂との親和性が高くなるので、定着の際に離型剤がマゼンタトナーから溶出しにくく
なり、高温オフセットが発生しやすくなる。
【００５３】
　＜帯電制御剤＞
　マゼンタトナーには、結着樹脂、マゼンタ着色剤および離型剤の他に、帯電制御剤など
のトナー添加成分を含有することが好ましい。帯電制御剤を含有させることによって、マ



(9) JP 2011-237648 A 2011.11.24

10

20

30

40

50

ゼンタトナーに好ましい帯電性を付与することができる。帯電制御剤としては、正電荷制
御用または負電荷制御用の帯電制御剤が使用される。
【００５４】
　正電荷制御用の帯電制御剤としては、たとえば、ニグロシン染料、塩基性染料、四級ア
ンモニウム塩、四級ホスホニウム塩、アミノピリン、ピリミジン化合物、多核ポリアミノ
化合物、アミノシラン、ニグロシン染料およびその誘導体、トリフェニルメタン誘導体、
グアニジン塩、およびアミジン塩などが挙げられる。負電荷制御用の帯電制御剤としては
、たとえば、オイルブラックおよびスピロンブラックなどの油溶性染料、含金属アゾ化合
物、アゾ錯体染料、ナフテン酸金属塩、サリチル酸およびその誘導体の金属錯体および金
属塩（金属はクロム、亜鉛、ジルコニウムなど）、ホウ素化合物、脂肪酸石鹸、長鎖アル
キルカルボン酸塩、ならびに樹脂酸石鹸などが挙げられる。帯電制御剤は１種を単独で使
用することができ、あるいは２種以上を併用することができる。
【００５５】
　帯電制御剤の含有量は、好ましくは結着樹脂１００重量部に対して０．５重量部以上５
重量部以下であり、より好ましくは結着樹脂１００重量部に対して０．５重量部以上３重
量部以下である。帯電制御剤の含有量が５重量部を超えると、マゼンタトナーから脱離し
た帯電制御剤によってキャリアが汚染され、マゼンタトナーを充分に帯電させることがで
きずにトナー飛散が発生するおそれがある。帯電制御剤の含有量が０．５重量部未満であ
ると、マゼンタトナーに充分な帯電特性が付与されない。
【００５６】
　このような本実施形態のマゼンタトナーは、時定数τが１１００ｍ／ｓｅｃ以上１３０
０ｍ／ｓｅｃ以下である。マゼンタトナーの時定数τは、マゼンタトナーの抵抗をＲとし
、マゼンタトナーの静電容量をＣとするとき、その積ＲＣと定義する。
【００５７】
　このように定義する理由を以下に記載する。
　まず、マゼンタトナーは誘電体であるから、抵抗成分と静電容量（コンデンサ）成分と
を併せ持つ。ここで、マゼンタトナーの抵抗をＲ（Ω）、マゼンタトナーの静電容量をＣ
（Ｆ）とすると、マゼンタトナーに電圧を印加した状態を、Ｒ（Ω）の抵抗とＣ（Ｆ）の
静電容量とを直列接続した回路にたとえることができる。この直列回路に直流電圧Ｅ（Ｖ
）を印加し、直流電圧Ｅを印加した瞬間を時刻０、時刻ｔで回路に流れる電流をｉ（ｔ）
（Ａ）、コンデンサに蓄えられる電気量をｑ（Ｃ、クーロン）とする。このとき直流電圧
Ｅは、下記式（１）で表わされる。
　　　Ｅ＝Ｒ・ｉ（ｔ）＋ｑ／Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（１）
【００５８】
　ここで電流は電子の流れ、すなわち荷電量の時間変化の大きさであるから、ｉ（ｔ）＝
ｄｑ（ｔ）／ｄｔと表わされ、上記式（１）は下記式（２）のように書き換えられる。
　　　Ｅ＝［（Ｒ・ｄｑ（ｔ）／ｄｔ）＋ｑ］／Ｃ　　　　　　　　　　　…（２）
【００５９】
　上記（２）式を解くと、ｑ（ｔ）はｔに関して下記式（３）で表わされる。
　　　ｑ（ｔ）＝ＣＥ（１－ｅｘｐ（－ｔ／ＲＣ））　　　　　　　　　　…（３）
【００６０】
　さらに、コンデンサ両端の電圧をｅｃとすれば、ｑ（ｔ）＝Ｃ・ｅｃ（ｔ）であるから
、下記式（４）が得られる。
　　　ｅｃ（ｔ）＝Ｅ（１－ｅｘｐ（－ｔ／τ））　　　　　　　　　　　…（４）
【００６１】
　上記式（４）において、ＲとＣとの積ＲＣが回路の時定数τである。したがって、マゼ
ンタトナーの抵抗をＲとし、マゼンタトナーの静電容量をＣとするとき、その積ＲＣがマ
ゼンタトナーの時定数τと定義される。
【００６２】
　上記式（４）によれば、τが大きいほどｅｃ（ｔ）がその最大値Ｅになるまでの時間が
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長くなる。時定数τはマゼンタトナーの抵抗値Ｒと静電容量（電荷量）Ｃとに比例するの
で、マゼンタトナーの抵抗またはマゼンタトナーの容量成分に誘起される電荷量が大きい
ほど、マゼンタトナーの放電に時間を要する。すなわち、マゼンタトナーの摩擦帯電の低
下が遅くなる。
【００６３】
　マゼンタトナーの時定数τが１１００ｍ／ｓｅｃ以上１３００ｍ／ｓｅｃ以下であるこ
とによって、現像工程で帯電されたマゼンタトナーの帯電量が、転写工程が行われるまで
に適度に低下し、高速機においても、マゼンタトナーと、中間転写ベルトおよび定着前の
記録媒体との静電付着力が適切な範囲となるので、色ずれの発生および転写効率の低下を
抑制でき、図１に示すような高品位の画像を形成することができる。図１は、本実施形態
のマゼンタトナーを用いて形成された画像２００を示す図である。また図２は、色ずれお
よび転写不良が発生した状態の画像２０１を示す図である。図２において、参照符号ａで
囲まれた範囲が色ずれの発生箇所を示し、参照符号ｂで囲まれた範囲が転写不良の発生箇
所を示す。図１および図２は、朱肉色で形成された画像２００，２０１である。
【００６４】
　マゼンタトナーの時定数τが１１００ｍ／ｓｅｃ未満であると、現像工程でマゼンタト
ナーが充分に帯電されたとしても、転写工程を行うまでにマゼンタトナーの帯電量が低下
しすぎるので、転写工程におけるマゼンタトナーの帯電量が不足し、図２に示すように、
色ずれおよび転写効率の低下が発生する。マゼンタトナーの時定数τが１３００ｍ／ｓｅ
ｃを超えると、現像工程から転写工程にかけてのマゼンタトナーの帯電量の低下が小さす
ぎるので、転写工程におけるマゼンタトナーの帯電量が大きくなりすぎ、図２に示すよう
に、転写不良および転写効率の低下が発生する。
【００６５】
　マゼンタトナーの時定数τは、マゼンタトナーに含まれる各成分の種類、それらの含有
量などを適宜選択することによって調整できる。トナーに含まれる各成分としては、たと
えば、結着樹脂、マゼンタ着色剤、離型剤、帯電制御剤および有機無機添加剤などが挙げ
られる。
【００６６】
　マゼンタトナーは、波長４４０ｎｍの光の透過率が３０％以上４５％以下であることが
好ましい。マゼンタトナーにおける波長４４０ｎｍの光の透過率が３０％以上４５％以下
であることによって、明度Ｌ*の高い明るい朱色である朱肉の色を安定して充分に再現す
ることができる。
【００６７】
　マゼンタトナーにおける波長４４０ｎｍの光の透過率が４５％よりも高くなると、画像
処理にてイエロートナーの混合比を工夫しても、明度Ｌ*の高い明るい朱色である朱肉の
色を充分に再現することができないおそれがある。
【００６８】
　前述のように、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－
１とを、８：２～５：５の重量比率とすることで、マゼンタトナーにおいて、波長４４０
ｎｍの光の透過率を３０％以上４５％以下とすることができる。
【００６９】
　マゼンタトナーの体積平均粒子径は、５．０μｍ以上７．０μｍ以下であることが好ま
しい。また、個数粒度分布における粒子径５．０μｍ以下のマゼンタトナー粒子の含有率
が、全マゼンタトナー粒子の４０個数％未満であることが好ましい。マゼンタトナーの粒
径分布および個数分布がこの範囲を満足することによって、マゼンタトナーの飛散が抑え
られ、高精細で高解像度の高画質画像を形成できる。マゼンタトナーの体積平均粒子径が
５．０μｍ未満であると、流動性低下によるトナー飛散が発生するおそれがある。マゼン
タトナーの体積平均粒子径が７．０μｍを超えると、充分に高精細で高解像度化された画
像が形成されない。個数粒度分布における粒子径５．０μｍ以下のマゼンタトナー粒子の
含有率が、全マゼンタトナー粒子の４０個数％以上であると、流動性低下によるトナー飛
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散および転写効率の悪化によるかぶりが生じるおそれがある。
【００７０】
　上記したマゼンタトナーの体積平均粒子径（Ｄ５０Ｖ）および個数粒度分布における粒
子径５．０μｍ以下のマゼンタトナー粒子の含有率（個数％）は、ベックマン・コールタ
ー株式会社製粒度分布測定装置「Ｍｕｌｔｉｓｉｚｅｒ３」によって測定される。測定条
件を以下に示す。
　　　アパーチャ径：１００μｍ
　　　測定粒子数：５００００カウント
　　　解析ソフト：コールターマルチサイザーアキュコンプ　バージョン１．１９（ベッ
クマン・コールター株式会社製）
　　　電解液：ＩＳＯＴＯＮ－ＩＩ（ベックマン・コールター株式会社製）
　　　分散剤：アルキルエーテル硫酸エステルナトリウム
【００７１】
　測定手順は、ビーカーに電解液５０ｍｌ、試料であるトナー２０ｍｇおよび分散剤１ｍ
ｌを加え、超音波分散器にて３分間分散処理して測定用試料を調製し、測定装置「Ｍｕｌ
ｔｉｓｉｚｅｒ３」により粒径の測定を行う。得られた測定結果から試料粒子の体積粒度
分布および個数粒度分布を求め、体積粒度分布からマゼンタトナーの体積平均粒子径（Ｄ

５０Ｖ）を求める。また個数粒度分布から、粒子径５．０μｍ以下のマゼンタトナー粒子
の含有率（個数％）を求める。
【００７２】
　＜外添剤＞
　マゼンタトナー粒子は、そのままマゼンタトナーとして用いることもできるが、たとえ
ば、マゼンタトナー粒子と、外添剤とを混合して、マゼンタトナー粒子に外添剤を外添さ
せたものをマゼンタトナーとして用いてもよい。外添剤を外添させることによって、粉体
流動性および摩擦帯電性を向上させ、耐熱性を持たせ、長期保存性およびクリーニング特
性を改善し、感光体表面の磨耗を制御することなどができる。
【００７３】
　外添剤としては、たとえば、シリカ微粉末、酸化チタン微粉末およびアルミナ微粉末な
どが挙げられる。外添剤は、１種を単独で使用することができ、あるいは、２種以上を併
用することができる。
【００７４】
　外添剤の含有量は、マゼンタトナーに必要な帯電量、外添剤を添加することによる感光
体の摩耗に対する影響、マゼンタトナーの環境特性などを考慮して、マゼンタトナー粒子
１００重量部に対して０．１重量部以上１０重量部以下が好ましく、２．０重量部以上４
．０重量部未満がより好ましい。外添剤を２．０重量部以上４．０重量部未満含むことに
より、流動性が良好で個々のマゼンタトナー粒子の帯電を適正に制御することができるの
で、定着性を損なうことなく、かぶりが発生しない、高画質な画像を形成することができ
る。
【００７５】
　外添剤の含有量が２．０重量部未満であると、マゼンタトナー（特に小粒径のマゼンタ
トナー粒子）に充分な流動性を付与することができないので、個々のマゼンタトナー粒子
が充分に帯電されず非画像部でのかぶりが発生しやすくなる。外添剤の含有量が４．０重
量部以上であると、外添剤同士が凝集しやすくなり、マゼンタトナー表面を効率よく覆う
ことができず流動性を向上させることができないので、個々のマゼンタトナー粒子が充分
に帯電されず非画像部でのかぶりが発生しやすい。
【００７６】
　＜マゼンタトナーの製造方法＞
　本実施形態のマゼンタトナーを構成するマゼンタトナー粒子は、粉砕法、懸濁重合法、
乳化重合法、溶解懸濁法およびエステル伸張重合法などで作製される。
【００７７】
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　以下に、マゼンタトナー粒子を、粉砕法にて製造するマゼンタトナーの製造方法の一例
を記載する。
【００７８】
　少なくとも、結着樹脂、マゼンタ着色剤および離型剤を含む樹脂組成物を混合機で乾式
混合（前混合）し、混練機で溶融混練する。その後、溶融混練物を、粉砕機および分級機
を用いて、粉砕および分級し、マゼンタトナー粒子を作製する。次いで、マゼンタトナー
粒子と外添剤とを乾式混合して所望のマゼンタトナーを得る。
【００７９】
　乾式混合に用いられる混合機としては、公知のものを使用でき、たとえば、ヘンシェル
ミキサ（商品名：ＦＭミキサ、三井鉱山株式会社製）、スーパーミキサ（商品名、株式会
社カワタ製）およびメカノミル（商品名、岡田精工株式会社製）などのヘンシェルタイプ
の混合装置、オングミル（商品名、ホソカワミクロン株式会社製）、ハイブリダイゼーシ
ョンシステム（商品名、株式会社奈良機械製作所製）、ならびにコスモシステム（商品名
、川崎重工業株式会社製）などが挙げられる。
【００８０】
　混練機としては、公知のものを使用でき、たとえば、二軸押出し機、三本ロールおよび
ラボブラストミルなどの一般的な混練機が使用され、より具体的には、ＴＥＭ－１００Ｂ
（商品名、東芝機械株式会社製）、ＰＣＭ－６５／８７、ＰＣＭ－３０（以上いずれも商
品名、株式会社池貝製）などの１軸または２軸のエクストルーダ、ニーデックス（商品名
、三井鉱山株式会社製）などのオープンロール方式の混練機が挙げられる。これらの中で
も、オープンロール方式の混練機が好ましい。トナー原料混合物は、複数の混練機を用い
て溶融混練されてもよい。
【００８１】
　溶融混練物の粉砕には、たとえば、超音速ジェット気流を利用して粉砕するジェット式
粉砕機、高速で回転する回転子であるロータと固定子であるライナとの間に形成される空
間に、粗粉砕物を導入して粉砕する衝撃式粉砕機などが用いられる。
【００８２】
　分級には、遠心力による分級または風力による分級によって過粉砕トナー粒子および粗
大トナー粒子を除去することができる公知の分級機が使用される。たとえば、旋回式風力
分級機（ロータリー式風力分級機）などが使用される。
【００８３】
　マゼンタトナー粒子には、球形化処理が施されても良い。機械的衝撃力による球形化処
理に用いられる衝撃式球形化装置としては、市販されているものを使用することができ、
たとえば、ファカルティ（商品名、ホソカワミクロン株式会社製）などが用いられる。熱
風による球形化処理に用いられる熱風式球形化装置としては、市販されているものを使用
することができる。たとえば、表面改質機メテオレインボー（商品名、日本ニューマチッ
ク工業株式会社製）などが用いられる。
【００８４】
　球形化処理は、マゼンタトナーの円形度が、０．９５０以上０．９６０以下となるよう
に行われることが好ましい。
【００８５】
　マゼンタトナーは、前述のようにして得られたマゼンタトナー粒子をコア粒子とし、そ
のコア粒子の外周面を、マゼンタ着色剤を含まないシェル層で被覆するコア－シェル構造
としてもよい。
【００８６】
　＜現像剤＞
　上述のようにして製造された本実施形態のマゼンタトナーは、そのまま１成分現像剤と
して使用することができ、またキャリアと混合して２成分現像剤として使用することがで
きる。本実施形態のマゼンタトナーを含むことで、明度の高い明るい朱色である朱肉の色
を再現でき、耐光性にも優れた現像剤とすることができる。
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【００８７】
　また、本実施形態のマゼンタトナーは、良好な定着性と良好な帯電安定性とを有し、長
期間の使用にわたり特性の安定した現像剤とすることができるので、良好な現像性を維持
することのできる現像剤とすることができる。
【００８８】
　現像剤は、本発明のマゼンタトナーとキャリアとからなる２成分現像剤であることが好
ましい。本発明のマゼンタトナーは、保存安定性に優れるので、現像剤の流動性低下を抑
え、帯電安定性および現像性の良好な２成分現像剤が得られる。このような２成分現像剤
を用いることによって、トナー飛散がなく、長期間にわたって高精細で高解像度の高画質
画像を安定して形成することができる。
【００８９】
　キャリアとしては、磁性を有する粒子が使用される。磁性を有する粒子としては、たと
えば、鉄、フェライトおよびマグネタイトなどの金属、これらの金属とアルミニウムまた
は鉛などの金属との合金などが挙げられる。これらの中でも、フェライトが好ましい。
【００９０】
　キャリアとしては、磁性を有する粒子に樹脂を被覆した樹脂被覆キャリア、または樹脂
に磁性を有する粒子を分散させた樹脂分散型キャリアなどを用いてもよい。樹脂被覆キャ
リアに用いられる樹脂としては特に制限はないけれども、たとえば、オレフィン系樹脂、
スチレン系樹脂、スチレンアクリル系樹脂、シリコン系樹脂、エステル系樹脂およびフッ
素含有重合体系樹脂などが挙げられる。また樹脂分散型キャリアに用いられる樹脂として
も特に制限されないけれども、たとえば、スチレンアクリル樹脂、ポリエステル樹脂、フ
ッ素系樹脂およびフェノール樹脂などが挙げられる。
【００９１】
　キャリアの形状は、球形または扁平形状が好ましい。キャリアの体積平均粒子径は特に
制限されないけれども、高画質化を考慮すると、１０μｍ以上１００μｍ以下が好ましく
、３０μｍ以上５０μｍ以下がより好ましい。キャリアの体積平均粒子径が１０μｍ未満
であると、キャリアの体積平均粒子径が１０μｍ以上である場合と比較して、キャリアと
現像ローラとの間の磁力が弱くなるので、現像工程において、キャリアがトナーと一緒に
現像されやすくなる。キャリアの体積平均粒子径が１００μｍを超えると、個々のマゼン
タトナー粒子を充分に帯電させることができないおそれがある。
【００９２】
　キャリアの体積平均粒子径が１０μｍ以上１００μｍ以下であることによって、マゼン
タトナーとキャリアとの接触機会を増やすことができるので、個々のマゼンタトナー粒子
の帯電を制御し、充分なトナー帯電性を付与することができる。
【００９３】
　キャリアの体積平均粒子径は、レーザ回折、散乱式粒度分布測定装置マイクロトラック
（商品名：マイクロトラックＭＴ３０００、日機装株式会社製）を用いて測定することが
できる。
【００９４】
　＜画像形成装置＞
　図３は、本発明の実施の一形態である画像形成装置１００の構成を模式的に示す概略図
である。画像形成装置１００は、複写機能、プリンタ機能およびファクシミリ機能を併せ
持つ複合機であり、伝達される画像情報に応じて、記録媒体にフルカラーまたはモノクロ
の画像を形成する。すなわち、画像形成装置１００においては、コピアモード（複写モー
ド）、プリンタモードおよびＦＡＸモードという３種の印刷モードを有しており、図示し
ない操作部からの操作入力、パーソナルコンピュータ、携帯端末装置、情報記録記憶媒体
またはメモリ装置を用いた外部機器からの印刷ジョブの受信などに応じて、図示しない制
御部によって、印刷モードが選択される。
【００９５】
　画像形成装置１００は、像担持体である感光体ドラム１１と、画像形成部２と、転写手
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段３と、定着手段４と、記録媒体供給手段５と、排出手段６とを含む。画像形成部２を構
成する各部材および転写手段３に含まれる一部の部材は、カラー画像情報に含まれるブラ
ック（ｂ）、シアン（ｃ）、マゼンタ（ｍ）およびイエロー（ｙ）の各色の画像情報に対
応するために、それぞれ４つずつ設けられる。ここでは、各色に応じて４つずつ設けられ
る各部材は、各色を表すアルファベットを参照符号の末尾に付して区別し、総称する場合
は参照符号のみで表す。
【００９６】
　画像形成部２は、帯電手段１２と、露光ユニット１３と、現像装置１４と、クリーニン
グユニット１５とを含む。帯電手段１２および露光ユニット１３は、潜像形成手段として
機能する。帯電手段１２、現像装置１４およびクリーニングユニット１５は、感光体ドラ
ム１１まわりに、この順序で配置される。帯電手段１２は、現像装置１４およびクリーニ
ングユニット１５よりも鉛直方向下方に配置される。
【００９７】
　感光体ドラム１１は、図示しない回転駆動手段によって、軸線回りに回転駆動可能に設
けられ、その表面部に静電潜像が形成されるローラ状部材である。感光体ドラム１１の回
転駆動手段は、中央処理装置（Central Processing Unit；ＣＰＵ）によって実現される
制御手段で制御される。感光体ドラム１１は、図示しない導電性基体と、導電性基体の表
面に形成される図示しない感光層とを含んで構成される。
【００９８】
　帯電手段１２は、感光体ドラム１１を臨み、感光体ドラム１１の長手方向に沿って感光
体ドラム１１表面から間隙を有して離隔するように配置され、感光体ドラム１１表面を所
定の極性および電位に帯電させる。帯電手段１２には、帯電ブラシ型帯電器、チャージャ
型帯電器、鋸歯型帯電器またはイオン発生装置などを使用できる。本実施の形態では、帯
電手段１２は感光体ドラム１１表面から離隔するように設けられるけれども、それに限定
されない。たとえば、帯電手段１２として帯電ローラを用い、帯電ローラと感光体ドラム
とが圧接するように帯電ローラを配置してもよく、帯電ブラシ、磁気ブラシなどの接触帯
電方式の帯電器を用いてもよい。
【００９９】
　露光ユニット１３は、露光ユニット１３から出射される各色情報の光が、帯電手段１２
と現像装置１４との間を通過して感光体ドラム１１の表面に照射されるように配置される
。露光ユニット１３は、画像情報を該ユニット内でブラック、シアン、マゼンタおよびイ
エローの各色情報の光に分岐し、帯電手段１２によって一様な電位に帯電された感光体ド
ラム１１表面を各色情報の光で露光し、その表面に静電潜像を形成する。露光ユニット１
３には、たとえば、レーザ照射部および複数の反射ミラーを備えるレーザスキャニングユ
ニットを使用できる。他にもＬＥＤアレイ、または液晶シャッタと光源とを適宜組み合わ
せたユニットを用いてもよい。
【０１００】
　クリーニングユニット１５は、現像装置１４によって、感光体ドラム１１表面に形成さ
せたトナー像を記録媒体に転写した後に、感光体ドラム１１の表面に残留するトナーを除
去し、感光体ドラム１１の表面を清浄化する。クリーニングユニット１５には、たとえば
、クリーニングブレードなどの板状部材が用いられる。本実施形態の画像形成装置におい
ては、感光体ドラム１１として、有機感光体ドラムが用いられ、有機感光体ドラムの表面
は樹脂成分を主体とするものであるので、帯電装置によるコロナ放電によって発生するオ
ゾンの化学的作用で有機感光体ドラムの表面の劣化が進行しやすい。ところが、劣化した
表面部分はクリーニングユニット１５よる擦過作用を受けて摩耗し、徐々にではあるが劣
化した表面部分が確実に除去される。したがって、オゾンなどによる表面の劣化の問題が
実際上解消され、長期間にわたって、帯電動作による帯電電位を安定に維持することがで
きる。本実施の形態ではクリーニングユニット１５を設けるけれども、それに限定されず
、クリーニングユニット１５を設けなくてもよい。
【０１０１】
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　画像形成部２によれば、帯電手段１２によって均一な帯電状態にある感光体ドラム１１
の表面に、露光ユニット１３から画像情報に応じた信号光を照射して静電潜像を形成し、
これに現像装置１４からトナーを供給してトナー像を形成し、このトナー像を中間転写ベ
ルト２５に転写した後に、感光体ドラム１１表面に残留するトナーをクリーニングユニッ
ト１５で除去する。この一連のトナー像形成動作が画像を形成するために繰り返し実行さ
れる。
【０１０２】
　転写手段３は、感光体ドラム１１の上方に配置され、中間転写ベルト２５と、駆動ロー
ラ２６と、従動ローラ２７と、ブラック、シアン、マゼンタおよびイエローの各色の画像
情報にそれぞれ対応する４つの中間転写ローラ２８と、転写ベルトクリーニングユニット
２９、転写ローラ３０とを含む。中間転写ベルト２５は、駆動ローラ２６と従動ローラ２
７とに張架され、ループ状の移動経路を形成する無端ベルト状部材であり、矢符Ｂの方向
に回転駆動する。駆動ローラ２６は図示しない駆動手段によってその軸線回りに回転駆動
可能に設けられ、その回転駆動によって、中間転写ベルト２５を矢符Ｂ方向へ回転駆動さ
せる。従動ローラ２７は駆動ローラ２６の回転駆動に従動回転可能に設けられ、中間転写
ベルト２５が弛まないように一定の張力を中間転写ベルト２５に付与する。中間転写ロー
ラ２８は、中間転写ベルト２５を介して感光体ドラム１１に圧接し、かつ図示しない駆動
手段によってその軸線回りに回転駆動可能に設けられる。中間転写ローラ２８は、前述の
ように転写バイアスを印加する図示しない電源が接続され、感光体ドラム１１表面のトナ
ー像を中間転写ベルト２５に転写する機能を有する。
【０１０３】
　中間転写ベルト２５が、感光体ドラム１１に接しながら感光体ドラム１１を通過する際
、中間転写ベルト２５を介して感光体ドラム１１に対向配置する中間転写ローラ２８から
、感光体ドラム１１表面のトナーの帯電極性とは逆極性の転写バイアスが印加され、感光
体ドラム１１の表面に形成されたトナー像が中間転写ベルト２５へ転写される。フルカラ
ー画像の場合、各感光体ドラム１１で形成される各色のトナー画像が、中間転写ベルト２
５に順次重ねて転写されることによって、フルカラートナー像が形成される。
【０１０４】
　転写ベルトクリーニングユニット２９は、中間転写ベルト２５を介して従動ローラ２７
に対向し、中間転写ベルト２５の外周面に接触するように設けられる。感光体ドラム１１
との接触によって中間転写ベルト２５に付着するトナーは、記録媒体を汚染する原因とな
るので、転写ベルトクリーニングユニット２９が中間転写ベルト２５表面のトナーを除去
し回収する。
【０１０５】
　転写ローラ３０は、中間転写ベルト２５を介して駆動ローラ２６に圧接し、図示しない
駆動手段によって軸線回りに回転駆動可能に設けられる。転写ローラ３０と駆動ローラ２
６との圧接部、すなわち転写ニップ部において、中間転写ベルト２５に担持され、搬送さ
れるトナー像が、後述する記録媒体供給手段５から送給される記録媒体に転写される。ト
ナー像を担持する記録媒体は、定着手段４に送給される。
【０１０６】
　転写手段３によれば、感光体ドラム１１と中間転写ローラ２８との圧接部において感光
体ドラム１１から中間転写ベルト２５に転写されるトナー像が、中間転写ベルト２５の矢
符Ｂ方向への回転駆動によって転写ニップ部に搬送され、そこで記録媒体に転写される。
【０１０７】
　定着手段４は、転写手段３よりも記録媒体の搬送方向下流側に設けられ、定着ローラ３
１と加圧ローラ３２とを含む。定着ローラ３１は図示しない駆動手段によって回転駆動可
能に設けられ、記録媒体に担持される未定着トナー像を、構成するトナーを加熱して溶融
させることによって記録媒体に定着させる。定着ローラ３１の内部には図示しない加熱手
段が設けられる。加熱手段は、定着ローラ３１表面が所定の温度（以後「加熱温度」とも
いう）になるように定着ローラ３１を加熱する。加熱手段には、たとえば、ヒータ、ハロ
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ゲンランプなどを使用できる。加熱手段は、後記する定着条件制御手段によって制御され
る。定着条件制御手段による加熱温度の制御については、後に詳述する。
【０１０８】
　定着ローラ３１表面近傍には図示しない温度検知センサが設けられ、温度検知センサは
定着ローラ３１の表面温度を検知する。温度検知センサによる検知結果は、後記する制御
手段の記憶部に書き込まれる。加圧ローラ３２は定着ローラ３１に圧接するように設けら
れ、加圧ローラ３２の回転駆動に従動回転可能に支持される。定着ローラ３１からの熱に
よってトナーが溶融し、トナー像が記録媒体に定着する際に加圧ローラ３２はトナーと記
録媒体とを押圧することによって、トナー像の記録媒体への定着を補助する。定着ローラ
３１と加圧ローラ３２との圧接部が定着ニップ部である。
【０１０９】
　定着手段４によれば、転写手段３においてトナー像が転写された記録媒体が、定着ロー
ラ３１と加圧ローラ３２とによって挟持され、定着ニップ部を通過する際に、トナー像が
加熱下に記録媒体に押圧されることによって、トナー像が記録媒体に定着され、画像が形
成される。
【０１１０】
　記録媒体供給手段５は、自動給紙トレイ３５と、ピックアップローラ３６と、搬送ロー
ラ３７と、レジストローラ３８、手差給紙トレイ３９を含む。自動給紙トレイ３５は画像
形成装置１００の鉛直方向下部に設けられ、記録媒体を貯留する容器状部材である。記録
媒体には、たとえば普通紙、カラーコピー用紙、オーバーヘッドプロジェクタ用シート、
葉書などがある。ピックアップローラ３６は、自動給紙トレイ３５に貯留される記録媒体
を１枚ずつ取り出し、用紙搬送路Ｓ１に送給する。搬送ローラ３７は互いに圧接するよう
に設けられる一対のローラ部材であり、記録媒体をレジストローラ３８に向けて搬送する
。レジストローラ３８は互いに圧接するように設けられる一対のローラ部材であり、搬送
ローラ３７から送給される記録媒体を、中間転写ベルト２５に担持されるトナー像が転写
ニップ部に搬送されるのに同期して、転写ニップ部に送給する。手差給紙トレイ３９は、
手動動作によって記録媒体を画像形成装置１００内に取り込む装置であり、手差給紙トレ
イ３９から取り込まれる記録媒体は、搬送ローラ３７によって用紙搬送路Ｓ２内を通過し
、レジストローラ３８に送給される。記録媒体供給手段５によれば、自動給紙トレイ３５
または手差給紙トレイ３９から１枚ずつ供給される記録媒体を、中間転写ベルト２５に担
持されるトナー像が転写ニップ部に搬送されるのに同期して、転写ニップ部に送給する。
【０１１１】
　排出手段６は、搬送ローラ３７と、排出ローラ４０と、排出トレイ４１とを含む。搬送
ローラ３７は、用紙搬送方向において定着ニップ部よりも下流側に設けられ、定着手段４
によって画像が定着された記録媒体を排出ローラ４０に向けて搬送する。排出ローラ４０
は、画像が定着された記録媒体を、画像形成装置１００の鉛直方向上面に設けられる排出
トレイ４１に排出する。排出トレイ４１は、画像が定着された記録媒体を貯留する。
【０１１２】
　画像形成装置１００は、図示しない制御手段を含む。制御手段は、たとえば、画像形成
装置１００の内部空間における上部に設けられ、記憶部と演算部と制御部とを含む。制御
手段の記憶部には、画像形成装置１００の上面に配置される図示しない操作パネルを介す
る各種設定値、画像形成装置１００内部の各所に配置される図示しないセンサなどからの
検知結果、および外部機器からの画像情報などが入力される。また、各種手段を実行する
プログラムが書き込まれる。各種手段とは、たとえば、記録媒体判定手段、付着量制御手
段、定着条件制御手段などである。記憶部には、この分野で常用されるものを使用でき、
たとえば、リードオンリィメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および
ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）などが挙げられる。外部機器には、画像情報の形成ま
たは取得が可能であり、かつ画像形成装置１００に電気的に接続可能な電気・電子機器を
使用でき、たとえば、コンピュータ、デジタルカメラ、テレビ、ビデオレコーダ、ＤＶＤ
レコーダ、ＨＤ　ＤＶＤ、ブルーレイディスクレコーダ、ファクシミリ装置、携帯端末装
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置などが挙げられる。演算部は、記憶部に書き込まれる各種データ（画像形成命令、検知
結果、画像情報など）および各種手段のプログラムを取り出し、各種判定を行う。制御部
は、演算部の判定結果に応じて該当装置に制御信号を送付し、動作制御を行う。制御部お
よび演算部は中央処理装置（ＣＰＵ、Central Processing Unit）を備えるマイクロコン
ピュータ、マイクロプロセッサなどによって実現される処理回路を含む。制御手段は、前
述の処理回路とともに主電源を含み、電源は制御手段だけでなく、画像形成装置１００内
部における各装置にも電力を供給する。
【０１１３】
　図４は、図３に示す画像形成装置１００に備わる現像装置１４を模式的に示す概略図で
ある。現像装置１４は、現像槽２０とトナーホッパ２１とを含む。現像槽２０は感光体ド
ラム１１表面を臨むように配置され、感光体ドラム１１の表面に形成される静電潜像にト
ナーを供給して現像し、可視像であるトナー像を形成する容器状部材である。現像槽２０
は、その内部空間にトナーを収容しかつ現像ローラ５０、供給ローラ５１、撹拌ローラ５
２などのローラ部材を収容して回転自在に支持する。また、ローラ状部材の代わりにスク
リュー部材を収容してもよい。本実施形態の現像装置１４は、トナーとして、前述の本発
明の実施の一形態であるマゼンタトナーを現像槽２０に収容する。
【０１１４】
　現像槽２０の感光体ドラム１１を臨む側面には開口部５３が形成され、この開口部５３
を介して感光体ドラム１１に対向する位置に現像ローラ５０が回転駆動可能に設けられる
。現像ローラ５０は、感光体ドラム１１との圧接部または最近接部において感光体ドラム
１１表面の静電潜像にトナーを供給するローラ状部材である。トナーの供給に際しては、
現像ローラ５０表面にトナーの帯電電位とは逆極性の電位が現像バイアス電圧（以下、単
に「現像バイアス」とする）として印加される。これによって、現像ローラ５０表面のト
ナーが静電潜像に円滑に供給される。さらに、現像バイアス値を変更することによって、
静電潜像に供給されるトナー量、すなわち静電潜像のトナー付着量を制御できる。
【０１１５】
　供給ローラ５１は現像ローラ５０を臨んで回転駆動可能に設けられるローラ状部材であ
り、現像ローラ５０周辺にトナーを供給する。
【０１１６】
　撹拌ローラ５２は供給ローラ５１を臨んで回転駆動可能に設けられるローラ状部材であ
り、トナーホッパ２１から現像槽２０内に新たに供給されるトナーを供給ローラ５１周辺
に送給する。トナーホッパ２１は、その鉛直方向下部に設けられるトナー補給口５４と、
現像槽２０の鉛直方向上部に設けられるトナー受入口５５とが連通するように設けられ、
現像槽２０のトナー消費状況に応じてトナーを補給する。またトナーホッパ２１を用いず
、各色トナーカートリッジから直接トナーを補給するよう構成してもよい。
【０１１７】
　以上のような画像形成装置１００において、本発明の現像剤を用いて画像を形成するこ
とによって、画像形成装置１００が高速機であっても、色再現性および耐光性が良好で、
色ずれおよび転写効率の低下がない高品位の画像を安定して形成することができる。
【実施例】
【０１１８】
　以下、本発明の具体的な実施例について説明するが、本発明はこれらに限定されるもの
ではない。
【０１１９】
　〔結着樹脂の分子量〕
　結着樹脂の分子量は、ＧＰＣ（ゲル浸透クロマトグラフィ）測定によって求めた。
【０１２０】
　〔結着樹脂のガラス転移点〕
　結着樹脂のガラス転移点は、ＤＳＣ（示差走査熱量計）測定によって求めた。
　スルホン酸ナトリウム基当量は硫黄の定量によって求めた。



(18) JP 2011-237648 A 2011.11.24

10

20

30

40

50

【０１２１】
　〔結着樹脂の酸価〕
　結着樹脂の酸価は、酸塩基滴定によって求めた。
【０１２２】
　〔結着樹脂の還元粘度〕
　結着樹脂の還元粘度は、結着樹脂０．０１ｇをフェノール／テトラクロロエタン（重量
比６：４）の混合溶媒２５０ｃｃに溶解させ、オストワルト粘度計を用いて測定温度３０
℃で測定することによって求めた。
【０１２３】
　〔マゼンタトナーの時定数τ（ｍ／ｓｅｃ）〕
　マゼンタトナーの時定数τは、マゼンタトナーの抵抗をＲとし、マゼンタトナーの静電
容量をＣとするとき、その積ＲＣとして定義される。マゼンタトナーの抵抗（Ｒ）および
マゼンタトナーの静電容量（Ｃ）は、誘電体損測定装置（商品名：ＴＲＳ－１０Ｔ型、安
藤電機株式会社製）を用いて測定した。
【０１２４】
　（実施例１）
　まず、以下のようにしてポリエステル樹脂Ａ（結着樹脂）を作製した。
【０１２５】
　温度計および撹拌機を備えたオートクレーブに、ジメチルテレフタレート１１３重量部
、ジメチルイソフタレート７５重量部、エチレングリコール９７重量部、プロピレングリ
コール５０重量部および触媒としてテトラブトキシチタネート０．１重量部を加え、１５
０℃以上２３０℃以下に加熱した状態で１２０分間撹拌させて反応させた。その後、２５
０℃まで加熱し、反応系の圧力を１ｍｍＨｇ以上１０ｍｍＨｇ以下まで減圧して、約１時
間撹拌させてさらに反応させることによって、ポリエステル樹脂Ａを得た。
【０１２６】
　得られたポリエステル樹脂Ａは、数平均分子量：３２００、体積平均分子量：６２００
、ガラス転移点：６３℃、酸価：２．２ｍｇＫＯＨ／ｇ、還元粘度：０．３３５であった
。
【０１２７】
　上記のように作製したポリエステル樹脂Ａ　１００重量部、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド
４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１とを７：３の割合で６．８重量部、パラフ
ィンワックス（離型剤、商品名：ＨＮＰ１０ＰＤ、日本精鑞株式会社製、酸価０ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇ、融点７５℃）５重量部、アルキルサリチル酸金属塩（帯電制御剤、商品名：ＢＯ
ＮＴＲＯＮ　Ｅ－８４、オリエント化学株式会社製）１重量部を、ヘンシェルミキサで１
０分間混合することによって、混合物を作製した。得られた混合物を、オープンロール型
連続混練機（商品名：ＭＯＳ３２０－１８００、三井鉱山株式会社製）で溶融混練し、溶
融混練物を作製した。
【０１２８】
　溶融混練物をカッティングミル（商品名：ＶＭ－１６、菱興産業株式会社製）で粗粉砕
して粗粉砕物を作製した後、粗粉砕物をカウンタジェットミルで微粉砕した。微粉砕後、
ロータリー式分級機で過粉砕トナーを分級除去することによって、体積平均粒子径が約６
．７μｍであるマゼンタトナー粒子を作製した。
【０１２９】
　衝撃式球形化装置（商品名：ファカルティＦ－６００型、ホソカワミクロン株式会社製
）を用いてマゼンタトナー粒子の球形化処理を行った。球形化したマゼンタトナー粒子１
００重量部、および外添剤として疎水性シリカ（商品名：Ｒ－９７４、日本アエロジル株
式会社製）２．２重量部と疎水性チタン（商品名：Ｔ－８０５、日本アエロジル株式会社
製）１．６重量部との合計３．８重量部をヘンシェルミキサ（商品名：ＦＭミキサ、三井
鉱山株式会社製）で混合することによってマゼンタトナー粒子に外添剤を外添し、実施例
１のマゼンタトナーを作製した。マゼンタトナー粒子におけるマゼンタ着色剤の含有量は
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、６．０重量％であり、パラフィンワックスの含有量は、マゼンタトナー全重量に対して
４．２重量％である。
【０１３０】
　ここで、実施例１のマゼンタトナーにおいて、パラフィンワックスの含有量を１．７０
重量部（マゼンタトナー全重量に対する含有量は、１．４９重量％）、２重量部（マゼン
タトナー全重量に対する含有量は、１．７５重量％）、３．５重量部（マゼンタトナー全
重量に対する含有量は、３．０３重量％）にそれぞれ変更した場合、いずれも良好な定着
性が得られ、現像装置内でのマゼンタトナーの凝集も見られず、良好な画像が得られた。
【０１３１】
　しかし、パラフィンワックスの含有量を１重量部（マゼンタトナー全重量に対する含有
量は、０．８９重量％）に変更すると、定着オフセットが発生し、パラフィンワックスの
含有量を５．５重量部（マゼンタトナー全重量に対する含有量は、４．６７重量％）に変
更すると、定着性は良好であるが、現像装置内でマゼンタトナーの凝集が発生し、画像に
トナー凝集物が認められる。これらのことから、離型剤の含有量は、マゼンタトナー全量
に対して１．５重量％以上４．８重量％以下であれば良好であると言える。
【０１３２】
　（実施例２）
　マゼンタ着色剤の含有量を４．４重量部に変更したこと以外は実施例１と同様にして実
施例２のマゼンタトナーを得た。マゼンタトナー粒子におけるマゼンタ着色剤の含有量は
、４重量％である。
【０１３３】
　なお、具体的には記載しないが、マゼンタ着色剤の含有量をさらに振って実験を繰り返
した結果、結着樹脂に対するマゼンタ着色剤の添加量に再現性が左右されることはないこ
とがわかった。
【０１３４】
　（実施例３）
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１との重量比率
を、８：２に変更したこと以外は実施例１と同様にして実施例３のマゼンタトナーを得た
。
【０１３５】
　（実施例４）
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１との重量比率
を、５：５に変更したこと以外は実施例１と同様にして実施例４のマゼンタトナーを得た
。
【０１３６】
　（比較例１）
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３の含有量を６．８重量部に変更し、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントレッド４８－１を用いなかったこと以外は実施例１と同様にして比較例１のマゼンタ
トナーを得た。
【０１３７】
　（比較例２）
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３およびＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８－１の代わり
に、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５７－１を７．３重量部添加したこと以外は実施例１と同
様にして比較例２のマゼンタトナーを得た。
【０１３８】
　（比較例３）
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５７－１の含有量を５．４重量に変更したこと以外は比較例
２と同様にして比較例３のマゼンタトナーを得た。
【０１３９】
　実施例および比較例のマゼンタトナーと、体積平均粒子径が４５μｍであるフェライト
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コアキャリアとをそれぞれ用いて、キャリアに対するマゼンタトナーの被覆率が６０％と
なるようにＶ型混合器混合機（商品名：Ｖ－５、株会社特寿工作所製）で２０分間混合し
た。これによって、実施例および比較例のマゼンタトナーをそれぞれ含む２成分現像剤を
作製した。
【０１４０】
　（評価）
　実施例および比較例のマゼンタトナーを含む２成分現像剤を用いて以下の評価を行った
。
【０１４１】
　〔朱色の再現性〕
　実施例および比較例のマゼンタトナーとイエロートナーとをそれぞれ組み合わせた場合
に得られる色域を求め、色域に朱肉の朱色を含むかどうか以下のようにして判定した。な
お、イエロートナーとしては、着色剤としてＣ．Ｉ．ピグメントイエロー７４を使用した
イエロートナーと、着色剤としてＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１８５を使用したイエロー
トナーとを用いた。どちらのイエロートナーを用いても、同じ結果となった。
【０１４２】
　朱色は、イエローとマゼンタとの掛け合わせにより得られる色なので、上記２色の掛け
合わせのカラーパッチを出力した。主走査方向にマゼンタ、副走査方向にイエローの画像
濃度を変化させたものを掛け合わせた。出力したプリントサンプルを、反射分光濃度計（
Ｘ－Ｒｉｔｅ ９３９：エックスライト株式会社製）により測色（Ｌ* ，ａ* ，ｂ*）した
。パッチの各行、各列においてＬ* の変化に着目すれば連続的にＬ*が変化しているので
一定の Ｌ*値ごとにデータを抽出した。目標のＬ*値がない場合は、最寄の２データによ
り補間演算して求めた。上記で求めた各データに対してＣ* 、Ｈａｂを算出した。Ｃ* は
ａ* ，ｂ* 平面上での原点からの距離である（彩度として代用する）。Ｈａｂ はａ* ，
ｂ* 平面上でのａ* ， 軸（＋）方向からの角度θ°である（色相として代用する）。こ
のようにして、作成したマゼンタトナーとイエロートナーとの混色で得られる色域を求め
た。
【０１４３】
　また、再現したい朱肉のＬ* ａ* ｂ*を、反射分光濃度計（Ｘ－Ｒｉｔｅ ９３９：エッ
クスライト株式会社製）を使用して測定し、求めた色域内にこれを含むか否かで、朱色の
再現性を評価した。朱肉の朱色のＬ* ａ* ｂ* は（５５，６２，３３）であり、実施例お
よび比較例のマゼンタトナーをイエロートナーとそれぞれ組み合わせて得られる色域に、
朱肉の朱色のＬ* ａ* ｂ* （５５，６２，３３）が含まれているかどうか確認した。色域
に、朱肉の朱色のＬ* ａ* ｂ* （５５，６２，３３）を含んでいれば「○」とし、含んで
いなければ「×」とした。
【０１４４】
　〔転写不良、転写効率、色ずれ〕
　実施例および比較例のマゼンタトナー７０ｇと、磁性キャリア（体積平均粒子径５０μ
ｍ、シリコーン樹脂被覆キャリア、パウダーテック株式会社製）９３０ｇとをそれぞれＶ
型混合機にて３０分間撹拌混合し、１０００ｇの２成分現像剤を調製した。この２成分現
像剤を、市販のデジタルカラー複写機（商品名：ＭＸ－４５００、シャープ株式会社製）
の現像槽に充填し、レターサイズのテスト用文字面積率５％原稿の３万枚（ネコサレター
紙）実写試験を行った。なお、実写試験中の感光体ドラムへのマゼンタトナー付着量を０
．３～０．４ｍｇ／ｃｍ２に設定した。３０００枚の実写毎に、実写された原稿を用いて
転写不良、転写効率および色ずれを評価した。
【０１４５】
　（転写不良）
　３万枚の実写を通して転写不良が認められなければ「○」とし、３万枚の実写の途中で
、転写不良が認められれば「×」とした。転写不良の一例は、図２に示されている。なお
、転写不良の発生の有無は目視で判断した。
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【０１４６】
　（転写効率）
　３万枚の実写を通して転写効率９５％以上を維持できれば「○」とし、転写効率が一度
でも９５％未満であれば「×」とした。
　転写効率は次のようにして求めた。べた画像転写後の感光体ドラム上の転写残トナーを
マイラーテープによりテーピングしてはぎ取り、このマイラーテープを未使用の白色紙上
に貼着してマクベス濃度値を測定し、測定値「Ｃ」とした。べた画像が転写され、未定着
状態のトナー像が担持された白色紙上にマイラーテープを貼着してマクベス濃度値を測定
し、測定値「Ｅ」とした。また、未使用の白色紙上にマイラーテープを貼着してマクベス
濃度値を測定し、測定値「Ｄ」とした。下記式（５）を用いて転写効率を求めた。
　転写効率（％）＝｛（Ｅ－Ｃ）／（Ｅ－Ｄ）｝×１００…（５）
【０１４７】
　（色ずれ）
　３万枚の実写を通して色ずれが認められなければ「○」とし、３万枚の実写の途中で色
ずれが認められれば「×」とした。色ずれの一例は、図２に示されている。なお、色ずれ
の発生の有無は目視で判断した。
【０１４８】
　〔総合評価〕
　上記評価結果を用いて総合評価を行った。
　上記評価結果が全て「○」であれば総合評価結果を「○」とし、評価結果が１つでも「
×」であれば総合評価結果を「×」とした。
【０１４９】
　実施例および比較例のマゼンタトナーの作製で用いられたマゼンタ着色剤の種類、重量
比率および含有量、マゼンタトナーの時定数、ならびに上記評価の評価結果および総合評
価結果を表１に示す。なお、「Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド」は「Ｐ．Ｒ．」と記載する。
【０１５０】
【表１】

【０１５１】
　表１から明らかなように、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８－３とＣ．Ｉ．ピグメントレ
ッド４８－１とが、８：２～５：５の重量比率で含まれる実施例１～４は、充分な朱色の
再現性を得ることができた。また、実施例１～４のように、マゼンタトナーの時定数τが
１，１００（ｍ／ｓｅｃ）以上１，３００（ｍ／ｓｅｃ）以下の範囲であれば、色ズレの
発生および転写効率の低下のない高品位の朱肉画像が得られた。
【０１５２】
　マゼンタトナーの時定数τが１，１００（ｍ／ｓｅｃ）未満である比較例１，２は、色
ずれが発生し、転写効率が低下した。マゼンタトナーの時定数τが１，３００（ｍ／ｓｅ
ｃ）を超える比較例３は、転写不良および転写効率の低下が発生した。比較例３おける、
転写不良および転写効率の低下の発生は、中間転写ベルトに対するマゼンタトナーの静電
付着力が大きくなり過ぎたためと考えられる。
【符号の説明】
【０１５３】
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　２　画像形成部
　３　転写手段
　４　定着手段
　５　記録媒体供給手段
　６　排出手段
　１１　感光体ドラム
　１００　画像形成装置

【図３】 【図４】



(23) JP 2011-237648 A 2011.11.24

【図１】
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